
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



GIGA推進
①「情報活用能力育成のための系統表」を作成して３年目となるが、今年度は職員のAI活用を視野に入れて系
統表の改善を図る。②今年度導入されたTeamsのよりよい活用法を調べ、職員に周知する。③昨年度に引き続
き、教職員の授業改善・働き方改革につながるよう、教材の共有化を図る。

担当 GIGA委員会

国際教室
①国際教室担当が国際教室で取り出し学習や在籍級への入り込み支援を行う。日本語指導、教科指導、生活適応指導等を行
い、児童が安心して楽しく学校生活が送れるようにする。②国際交流ラウンジ、母語支援ボランティア、日本語教室、鶴見ひまわり
等と連携して支援を行う。③多文化共生について継続して人権週刊等のテーマに入れて取り組む。

担当 国際教室担当

児童指導
①東台小のきまりを全職員、保護者に周知し一貫性のある指導を行う。②日常の中で指導の必要な事案については実態や内容
に応じた対応を適宜行う。また、関係機関と連携しながら地域での子どもたちの様子について情報共有をし、指導に生かしていく。
③日常のかかわりあいやアンケートを通じて実態を把握し、いじめやからかい等は許さない毅然とした指導に努める。

担当 指導委員会

特別支援教育
①外部機関との連携を図り、児童理解や支援の向上を図る。②特別支援委員会やケース会議を適時開催し、
具体的な支援を共有する。③打合せや職員会議等で児童理解をすすめる。④研修を計画的に行い、特別支援
への教員の意識を高める。⑤特別支援教室を活用し、不登校児童への支援を充実する。

担当 特別支援委員会

人材育成・
組織運営(働き方)

①メンターチームの研修を月に一度実施し、教師力・授業力の向上を図る。②各分掌での話合いや職員会議を通して、学校運営
に関して共通理解を図り、チーム東台で職員が一体となって学校運営を行う。③本校の実態に合わせて活動内容や方法の見直し
を行うことで業務の効率化、効果的な活動を行い、よりよい組織運営や学校づくりにつなげていく。

担当 教務部

いじめへの対応
①日頃の子どもたちの様子やY-Pの実施、面談等を通じて得た情報などをもとにいじめの早期発見に努める。②教職員での情報
共有を充実させ、共通理解をもって指導したり関係機関と連携したりしながら当該・関係児童保護者への指導支援や助言を行う。
③日頃から未然防止に努めた学級、学校づくりを行い、継続的な指導や支援、見守りを行う。

担当 児童支援専任

公
開

学校運営協議会
①よりよい学校づくりに向けて意見交換を行い、改善点を明確にして地域との連携を深めていく。②学校が地
域や保護者の方と同じ方向性で子どもを見守り、三位一体となって子どもを育てることができるように職員全体
で共通理解を図る。③学校便り等を通して学校運営協議会の活動を発信していく。

担当 教務部

担当 道徳部

体 健やかな体
①体育科の学習が楽しいと感じるとともに、自らの課題を発見・解決していくことのできる児童を育む。②学校保
健委員会で「東台小クリーン大作戦！」を行い、環境を整え心身の健康の保持増進を図る。③栄養士と共に食
育に取り組み、食に興味をもったり、望ましい良く習慣を身に付けたりできるようにする。

担当 体育・保健・食育部

担当 教育課程委員会

徳 豊かな心
①教科等横断的な学習による道徳教育の充実を行う。②児童の個性の伸長を図りながら自己肯定感を高め、
豊かな道徳性を育む。③児童会活動や人権週間の取り組みを通し、学校、地域、保護者と連携しながら、社会
の規則を尊重する態度を養う。※虐めへの対応、児童指導、外国につながる児童への支援関連

中
期
取
組
目
標

○子ども一人ひとりの思いを大切にしながら、子どもが安心して自分らしさを発揮できる学校づくりを進めます。
○子ども一人ひとりの能力や個性の高まりに向けて、共に学び互いに認め合う価値ある学習活動をめざし、教育課程の改善・工
夫を進めます。
○自己肯定感、有用感に満ちた児童育成をめざし、OJTの活性化による全職員の人権意識や特別支援、授業づくり等の資質向上
を図ります。
〇日々の観察とデータの活用から子ども一人ひとりの変化を捉え、学びの充実に生かします。
○地域の教育力を大切にし、学校・家庭・地域が一体となって９年間を見通した「地域に根ざした教育活動」を進めます。

重点取組分野 具体的取組

知 確かな学力
①子どもたちの実態をつかむために、教科や単元の特性を生かしたアンケートを活用する。②子どもたちが自
分の課題を見つけられるように、活動量と安全面の両立を目指した活動の場を工夫する。③伝え合いを通し
て、対話的、協働的な学びを取り入れていく。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

寺尾中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

＜主体的に学び続けるための力＞
＜思いや考えを表現する力＞

＜よりよい社会の実現を目指す力＞

寺尾中学校
旭小学校
上寺尾小学校

〈主体的に学び続ける子〉〈自信をもって自分らしさを表現できる
子〉〈地域とのつながりを大切にし進んで挨拶ができる子〉

○教務主任会、専任会を通して小中学校の様子や継続的な指導の成果を定期的
に行い共有する。
○小中職員交流会、合同授業研究会、小6児童の情報交換会を通して、学校代表
以外の教員も子どもたちの実態を知り、日々の指導に生かすことができるようにす
る。
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児童生徒数： 758 人 主な関係校： 旭小学校、上寺尾小学校、寺尾中学校、生麦中学校

鈴木　　博幸 2 学期制 一般学級： 22 個別支援学級：

）

学
校
教
育
目
標

「　一人ひとりが輝く　光の子　」　ひとりひとりが／考える・感じる／理解する／伸びる／行動する
○自分なりの気づきや疑問を大切にし、粘り強く解決に向かう子を育てます。（知）
○人とのふれあいを大切にし、自分や友達のよさを感じ取れる子を育てます。（徳）
○自他の生命を大切にし、心身共に健康に生きようとする子を育てます。（体）
○まちの人やものを大切にし、自分たちのまちで生きようとする子を育てます。（公）
○様々な社会の変化に柔軟に対応できる子を育てます。（開）

学校
概要

創立 132 周年 学校長 源関　正浩 副校長

年度版 中期学校経営方針 （ 令和 8 年度修正横浜市立 東台小学校 令和 7 - 9



令和８年度の学習の取組 

 

子ども達の実態をとらえ、成長に適した学習計画を考えます。そして、評価と改善を繰

り返しながら、資質・能力の向上を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の取組 

国語 

自分の思いを伝えられ

るように言語活動を大

切にして学習していき

ます。その力が他教科で

も活用できるように意

識して指導します。 

 

算数 

積み重ねを大事にして学習

を進めます。自分の考えを

自分の言葉で伝えたり、友

達の考えを聞いたりして学

び合いが深まるように工夫

します。 

理科 

興味関心が高まるように、日常生活や生活

科での体験などと関連させながら、学習を

進めます。問題を解決していけるように、各

学年のねらいを大切にし、指

導します。観察・実験では、

事故防止に十分留意します。 

社会 

可能な限り、見学や体験

を通して理解を深めてい

きます。実社会と照らし

合わせて課題を設定して

いきます。 

生活 

観察や体験を通して、季節

の移り変わりや人とのつ

ながりを学びます。 

総合 

教科横断的に取り組むことができるよう

に、子ども達と学習を構築していきます。地

域や人との関わりが持てるような活動を工

夫します。 

 

・重点科目として「体育」を中心に研究を進め、各教科等の指導を通して、子ども達の資

質・能力の向上を図ります。 

・育成を目指す資質・能力は次の三つの柱で整理されています。 

「何を理解しているか、何ができるか」 

「理解していることやできることをどう使うか」 

「どのように社会と関わり、よりよい生活を送るか」 



図工 

子ども達が感性や想像

力を働かせ、創造的に発

想や構想ができるよう

に学びます。 

音楽 

音楽活動の楽しさを体

験することを通して、

音楽に対する感性や音

楽に親しむ態度を養い

ます。 

 

体育 

運動の楽しさや喜びを味わえるよう活動を

進めます。 

縄跳びなど、体力の向

上を意識した活動を

取り入れていきます。 

 

家庭科 

家族や家庭、衣食住、消費や

環境などについて学び、生

活をよりよくしようと工夫

する態度を養います。 

 

外国語科・外国語活動 

外国人講師との活動を通

して、外国語を用いて進

んでコミュニケーション

を図ろうとする態度を養

います。 

 

特別活動 

東台小学校の一員として学級や学校におけ

るよりよい生活づくりに参画する活動をし

ています。今年度もペアでの活動を中心に

実施していきます。相手の考えを理解しよ

うとしたり、認めたりする力を養います。 

道徳 

道徳性を養うため、自己を

見つめ、物事を多面的・多

角的に考え、自己の生き方

についての考えを深める

学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践

意欲と態度を育てます。 

ひかりちゃんタイム 

水曜日１３：１０～「ひかりちゃんタイム」

を実施しています。この時間は、学校や学

級、自分自身を見つめ、よりよいものにしよ

うとする時間です。学校生活について話し

合ったり、友達と仲良くなるためのレクを

したりしています。 

学校行事 

集団への所属感や連帯感

が深まるように、儀式的行

事や体育的行事、遠足・宿

泊行事、奉仕的活動などを

実施していきます。避難訓

練も定期的に実施します。 

 

休み時間 

通常時は、３０分間のロン

グ中休みを実施していま

す。校庭では、安全のため

に、中休みのボール遊びは

していません。本に親しん

でもらえるように図書室も利用できます。 
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